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えらそうに語れるほど大変な体験をして

きたとは思いませんが、それでも、自分

なりに、つらかったなあ、苦しかったなあ

という体験はしてきました。 

 

ただ、ひとの苦しみは、その体験の大き

さよりも、そのひとのこころがそれに対し

て、何を感じているかによるのです。だ

から、自分よりも恵まれているように見え

るひとが、本当は深く傷つき苦しんでい

たり、悲惨と思える状況でも、飄々と生き

抜いていけるひとがいたりするのです。 

 

私は長いこと、ひとと自分は、本当には

つながりあえない…、世界のなかで、私

はひとりぼっちだと、思いこんで生きてき

ました。その思いこみは、あまりにも早い

時期から私のなかにあって、ひょっとし

て、前世（あるとすればですけど…）から

引き継いできたものではないかと、思うく

らいでした。 

 

いま、そのことを過去形で語れるのは、

それが、まさに「思いこみ」であったこと

に気づいたからです。いえ、もっと言うと、

私たちは、すべて、「思いこみ」の世界を、

生きているのです。さらに言うと、思いこ

んだものしか見えないように、人間はで

きているのです。 

 

だから、私のいまの結論は、こうです。 

「大切なのは、自分がどんな思いこみを

獲得するか」 

 

「思いこみ」のいいところは、まさにそれ

が「思いこむ」だけで完結することです。

根拠がいらないのです。いい加減でい

いのです。無責任でいいのです。（笑） 

 

だって根拠が必要なら、その根拠がなく

なったとき、思いこみ自体が成立しなく

なってしまいます。そしたらまた、新しい

根拠を探さなくてはならないことになっ

てしまいます。そんなの面倒ですよね。 

 

大体、「根拠がないと信じられない」とい

うことさえも、ただの思いこみに過ぎない

のです。この世の中には、根拠がなくて

も信じて生きているひとたちがたくさんい

ます。だとしたらそれは、絶対普遍の真

実ではないということになりませんか？ 

 

しつこいようですが、つづけます。 

「自分が生まれてきた意味がわからな

い」と、悩んでいるひとも、ものすごく大

勢います。かつての私もそうでした。でも、

こう言ってしまうとミモフタモナイのです

が、そんなことが、わかっているひとなん

て、たぶん、この世にひとりもいません。

「わかった」と思いこんだひとがいるだけ

です。そして、それでいいのです。 

 

だって、生まれてきた意味がわからない

からといって、苦しみつづけることのほう

がもったいないですから。 

「わからないけど、人生はなんとでもな

る」と思いこんで生きるほうが、よっぽど

楽しいと思うんです。 

 

ただね。そんなふうに思いこむためには、

ちょっとしたこつがいるんです。それが、

「自分にＯＫをあげるということ」 

まあ、これも実は、「自分にＯＫをあげて

いい」と思いこんでしまえばすむだけの

ことなのですが、一気にそうはいかない

ので（かないと思いこんでいるひとが多

いので）、メルマガをとおして、毎日、か

たちを変えて発信しつづけているわけ

なのです。どれかひとつくらいは、当た

るんじゃないかなあと、勝手に思いこん

で、ね。（笑） 

 

おしまいに。ただひとつだけ、たぶん、

これは真実じゃないかなと思っているこ

とがあります。それは、「生まれてきた意

味」がないとしたら、そのひとは今回、生

まれてこなかったはずだ、ということです。

だから意味はあるんです。いますぐにわ

からないだけで。そして、わからないこと

にも、意味はあるのかもしれません。 

 

それは、過去の自分をふり返って思いま

す。もし、「自分はひとりぼっち」「誰とも

つながれない」という、あの子ども時代の

強固な思いこみがなかったら、私は、い

ま、この文章を書いていないでしょう。 

 

「ひとりぼっちじゃないよ」「みんなつな

がっているよ」という思いこみをその後、

獲得したからこそ、そして、そのほうが、

ずっと幸福に生きられることを実感して

いるからこそ、発信しつづけたくなるん

です。過去の私にたいしてね。過去の私

と同じような思いをもって生きている、す

べてのひとにたいしてね。 

 

よかったら、「だまされたと思って」では

なく、「だまされて」しまってください。す

べては思いこみなんです。あなたが幸

福を選択するための。 
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